
わの休憩所 福井県勝山市の豊かな自然に囲まれた弁天川原に小さな休憩所を計画する。
弁天川原は桜の名所として知られ、夏祭りや鮎釣りが開催されるなど、地域のコミュニケーションの
中心地である。地域住民のコミュニケーションのきっかけとなり、そこを中心にたくさんの輪が広がる、
そんな休憩所を計画する。川尻 紗也
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Type ⑤Type ④

要素：トイレ、倉庫、かまどベンチ、シンク、イベントスペース
開放的なガラス戸で、外とつながる広いイベントスペースとして利用可能に。
外のベンチは非常時にはかまどとして利用できる。川原の入口に最も近い位置にあり、
川原のウェルカムスペースとして利用客を迎え入れる。

要素：トイレ、ベンチ、用具入れ
サッカーコートに面する位置にある。ベンチはサッカーを観戦する際にも利用可能。
屋根をつけているため、夏の日差しが強い日にも心地よく座ることができる。

要素：トイレ、机、ベンチ
ゲートボール場に面しているため、お年寄りの利用が多い。
トイレは広くスペースを取った。ベンチには机をつけ、お年寄り同士や若い人との交流を楽しむ空間をつくった。

要素：ベンチ、防災倉庫
災害時に必要な道具を入れておくことができる防災倉庫。
普段はベンチとして利用可能。

要素：駐輪場、ベンチ、トイレ
野球場に面する場所。川原の最も奥に位置しているため、自転車での往来が多い。
そのため、駐輪場を設置。野球観戦の際にも利用できるようホームベースを挟んだ両側に設けている。


